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一国立測楊開場20周年記念公演日程ほか一
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特 集：国立劇場開潟20周年を迎えて

盛国立劇場正面の全景

国立演芸場正面}

ー
開
場
二
十
周
年
記
念
公
演
ー

初
の
全
段
通
し
狂
言

7
忠

臣

蔵
L

国
立
劇
場
は
、
こ
の
秋
、
開
場
二
十
周
年
を
迎
え

る
。
大
劇
場
の
ロ
ビ
ー
を
は
じ
め
，
劇
場
内
の
そ
こ

こ
こ
に
、
十
月
か
ら
十
二
月
ま
で
三
か
月
に
わ
た
っ

て
行
わ
れ
る
二
十
周
年
記
念
公
演
、
「
通
し
狂
言
仮
名

手
本
忠
臣
蔵
」
の
ポ
ス
タ
ー
が
見
ら
れ
る
。

二
十
年
前
の
開
場
記
念
公
演
は
、
四
十
一
年
十
一

月
、
十
二
月
の
二
か
月
に
わ
た
る
「
菅
原
伝
授
手
習

鑑
」
で
あ
っ
た

C

歌
舞
伎
三
大
傑
作
の
―
つ
で
あ
る

「
菅
原
」
を
、
幕
末
以
来
途
絶
え
て
い
た
大
序
‘
道

行
、
天
拝
山
、
大
内
山
の
場
面
な
ど
を
復
活
し
、
通

し
狂
言
と
し
て
上
演
し
た
こ
の
公
演
は
、
歌
舞
伎
の

原
典
の
忠
実
な
上
演
を
意
図
す
る
国
立
劇
場
の
開
場

記
念
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
し
て
、
当
時
話
題
を
呼

ん
だ
。
望
み
う
る
最
高
の
配
役
で
、
初
の
全
段
通
し

上
演
か
行
わ
れ
る
今
回
の
「
忠
臣
蔵
」
も
、
劇
場
の

歴
史
と
と
も
に
、
歌
舞
伎
の
歴
史
に
残
る
記
念
碑
の

よ
う
な
公
演
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

国
立
劇
場
は
、
国
立
劇
場
法
一
条
が
定
め
る
よ
う

に
、
主
と
し
て
わ
が
国
古
来
の
伝
統
的
な
芸
能
の
公

開
伝
承
者
の
養
成
、
調
査
研
究
等
を
行
い
、
そ
の

保
存
及
び
振
興
を
図
り
、
も
っ
て
文
化
の
向
上
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
四
十
一
年
七
月

一
日
、
特
殊
法
人
と
し
て
設
立
さ
れ
、
同
年
十
一
月

な
い
。
そ
の
た
め
、
国
立
剥
場
が
主
催
す
る
伝

能
の
自
主
公
演
は
、
つ
と
め
て
古
典
伝
承
の
ま
ま
の

姿
で
、
な
る
べ
く
広
く
各
種
の
伝
統
芸
能
の
澳
出

や
技
法
を
尊
重
し
つ
つ
、
そ
の
正
し
い
維
持
と
保
存

を
心
が
け
、
調
査
-
'
準
備
を
霊
ね
て
行
わ
れ
て
き
た
。

歌
舞
伎
や
文
楽
に
つ
い
て
い
え
ば
、
上
演
は
、
古

典
を
主
と
し
、
そ
の
代
表
的
な
演
目
に
つ
い
て
、
初

演
当
時
の
作
品
の
構
想
を
今
日
の
制
作
状
況
に
合
わ

せ
、
筋
を
通
し
て
上
演
す
る
、
い
わ
ゆ
る
通
し
狂
言

を
建
前
と
し
て
き
た
。
ま
た
、
状
況
に
応
じ

r

見
せ

場
を
中
心
と
す
る
有
名
な
狂
言
の
一
幕
（
時
に
数
幕
）

を
数
本
並
べ
る
、
い
わ
ゆ
る
見
取
り
狂
言
を
上
演
す

る
方
針
を
も
と
っ
て
き
た
。
こ
れ
は
、
伝
統
芸
能
の

保
存
と
振
興
と
い
う
劇
場
設
立
の
目
的
に
沿
い
な
が

ら
、
今
日
の
観
客
の
多
様
な
要
望
に
も
こ
た
え
、
公

演
事
業
の
資
金
は
公
演
活
動
に
よ
っ
て
独
自
に
調
達

す
る
と
い
う
現
行
の
仕
組
み
の
下
で
の
経
営
の
基
盤

を
固
め
る
こ
と
に
も
寄
与
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
か
、
演
目
自
体
に
お
い
て
も
、
貴
重
で
魅
力
あ
る

歌
舞
伎
十
八
番
や
歌
舞
伎
舞
踊
な
ど
、
通
し
狂
言
で

は
捉
え
き
れ
な
い
分
野
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
は

r

研
究

と
準
備
を
重
ね
、
優
れ
た
作
品
で
中
絶
し
た
も
の
の

復
活
を
企
画
し
、
演
目
の
拡
充
に
努
め
た
こ
と
。
さ

ら
に
復
活
狂
言
に
止
ま
ら
ず
、
伝
統
的
な
演
出
と
技

法
を
基
盤
と
し
た
新
作
（
歌
舞
伎
に
つ
い
て
は
、
明

治
以
後
の
評
価
の
あ
る
い
わ
ゆ
る
新
歌
舞
伎
作
品
や

現
代
の
作
家
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
新
作
歌
舞
伎
作
品
）

ぶ
諏
舞
伎
鑑
賞
教
室
」

ー
青
少
年
に
鑑
賞
の
楊
を
I

一
日
、
開
場
し
た
。

国
立
劇
場
設
立
に
は
、
明
治
六
、
七
年
頃
の
末
松

謙
澄

r

大
久
保
利
通
、
十
二
世
守
田
勘
弥
ら
の
建
議

に
端
を
発
し
、
以
来
紆
余
曲
折
を
辿
っ
た
約
一
世
紀

に
及
ぶ
構
想
推
進
の
歴
史
が
あ
る
。
設
立
当
時
の
高

稿
誠
一
郎
会
長
は
、
「
国
立
劇
場
十
年
の
歩
み
」
の

巻
頭
に
「
待
望
一
世
紀
に
な
ん
な
ん
と
す
る
国
立
劇

場
の
建
物
は
立
派
に
で
き
あ
が
っ
た
も
の
の
、
さ
て
、

こ
れ
を
国
立
劇
場
の
名
に
恥
じ
な
い
よ
う
に
、
遺
感

な
く
運
営
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
前
途
の
多

難
を
思
う
と
慄
然
た
る
を
禁
じ
得
な
い
」
と
記
し
て

お
ら
れ
る
。
国
立
劇
場
二
十
年
の
歩
み
は
、
こ
の
慄

然
た
る
思
い
を
初
心
と
し
て

f

そ
れ
を
風
化
さ
せ
る

こ
と
な
く
、
社
会
の
急
激
な
変
化
の
下
で
よ
り
多
難

と
な
っ
た
伝
統
芸
能
の
保
存
、
振
興
の
た
め
に
重
ね

ら
礼
た
努
力
の
跡
て
あ
る
と

f

私
は
思
う
。
そ
し
て
、

こ
の
間
の
多
く
の
関
係
者
は
、
そ
の
二
十
年
を
記
念

す
る
忠
臣
蔵
の
全
段
通
し
上
演
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
深

い
感
慨
を
も
っ
て
見
る
こ
と
で
あ
ろ
う
＾

国
立
劇
場
は
、
能
。
狂
言
・
歌
舞
伎
・
人
形
浄
瑠

璃
を
は
じ
め
、
雅
楽
・
邦
舞
こ
邦
楽
。
民
俗
芸
能
。

話
芸
な
ど
の
伝
統
芸
能
を

r

愛
好
者
で
あ
る
国
民
の

層
を
杭
げ
、
そ
の
広
い
支
持
を
得
な
が
ら
、
公
開
、

伝
承
者
の
養
成
、
調
査
研
究
な
ど
の
事
業
に
よ
っ
て

保
存
し

r

次
代
に
引
き
継
い
で
行
か
な
け
れ
は
な
ら

芸
貝
、
文
芸
者
、
技
術
者
等
の
育
成
を
心
が
け
た
こ

と
も
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
う
し
た
国
立
劇
場
の
自
主
公
演
の
企
画
と
実
績

に
つ
い
て
、
な
お
、
民
間
と
は
異
な
る
国
立
刹
場
の

機
能
、
任
務
に
期
待
す
る
が
故
に
、
よ
り
積
極
的
な

国
立
劇
場
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
企
画
と
そ
の
実
現

を
求
め
る
厳
し
い
批
判
が
あ
る
こ
と
は
、
承
知
し
て

い
る
。
伝
統
芸
能
を
め
ぐ
る
環
境
の
厳
し
さ
を
、
企

画
実
現
の
困
難
性
を
説
明
す
る
理
由
と
し
て
嘆
く
こ

と
な
く
、
関
係
各
方
面
の
理
解
と
協
力
を
求
め
な
か

ら
、
積
極
的
な
対
処
の
し
か
た
を

4"

劇
場
の
総
力
を

あ
げ
て
追
求
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

理
事
長
室
の
テ
レ
ピ
は
、
通
常

5
チ
ャ
／
ネ
ル
に

セ
ッ
ト
し
て
あ
る
。
〗
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
と
、
大
劇

場
の
舞
台
と
客
席
が
見
え
る
。
今
は
、
歌
舞
伎
鑑
賞

教
室
と
し
て
「
恋
飛
脚
大
和
往
釆
」
の
公
演
か
行
わ

れ
て
い
る
。
満
員
の
高
校
生
諸
君
か
幕
の
開
く
の
を

待
つ
間
の
ざ
わ
め
き
を
聞
く
の
は
楽
し
い
。

歌
舞
伎
鑑
賞
教
室
は
、
開
場
翌
年
の
四
十
二
年
七

月
に
「
国
性
爺
合
戦
」
で
第
一
回
公
演
を
行
っ
て
か

ら
す
で
に
二
十
九
回
を
重
ね
、
二
百
万
人
に
達
す
る

若
い
観
客
を
集
め
て
い
る
。

こ
の
「
教
室
」
は
、
日
頃
伝
統
芸
能
に
接
す
る
機

会
の
少
な
い
、
あ
る
い
は
な
か
っ
た
青
少
年
に
、
廉

を9?9マで空壱そ警密警警～誓了さそ警字警警壱詈警詈を誓令雫誓這守ぞ警そ姦空苓ぞぷ誓誓予警杢
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伝
統
芸
能
・

自
主
公
演
に
総
力
を
あ
げ
て

野

20 

文 ”z 

内
広

（国立刺場理事長）

—J 
初
心
の
思
い
に
支
え
ら
れ
だ
二
十
年

ー 5--- - 4 --
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特集：国立躙揚開場20眉年を週えて
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寄
席
囃
子
の
後
継
者
養
成
を
行
う
こ
の
施
設
は

7

日

本
演
芸
家
連
合
の
熱
心
な
設
立
運
動
の
結
果
と
し
て

生
れ
た
も
の
で
あ
る
。

次
い
で
五
十
八
年
九
月
に
は
、
東
京
千
駄
ケ
谷
に

能
楽
堂
（
通
称
国
立
能
楽
堂
）
が
開
場
し
た
。
国
立
劇

場
設
立
時
以
来
の
懸
案
が
実
現
し
た
も
の
で
あ
り
、

能
楽
界
の
理
解
と
協
力
の
下
に
、
能
楽
の
普
及
と
新

し
い
観
客
層
の
開
拓
を
目
ざ
す
公
演
活
動
や
三
役
の

養
成
事
業
は
、
着
実
に
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
五
十
九
年
三
月
、
人
形
浄
瑠
璃
発
祥
の

地
で
あ
る
大
阪
に
、
地
元
の
強
い
要
望
に
支
え
ら
れ

て
、
文
楽
劇
場
（
通
称
国
立
文
楽
劇
場
）
が
開
場
し

た
。
文
楽
の
本
拠
と
な
る
専
門
劇
場
は
開
場
し
た
が
、

文
楽
の
保
存
・
振
興
は
、
観
客
数
の
減
少
、
技
芸
員

の
所
遇
等
、
な
お
深
刻
な
状
況
に
あ
る
。
衆
知
を
集

め
、
今
日
そ
の
打
開
策
を
求
め
な
け
れ
ば
、
悔
を
千

載
に
残
す
。
私
は
、
そ
ん
な
思
い
で
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
十
年
、
二
十
年
に
向
け
て
・
・
・
・

高
橋
誠
一
郎
前
会
長
は
、
前
記
し
た
「
国
立
劇
場

十
年
の
歩
み
」
に
寄
せ
た
挨
拶
を
、
次
の
よ
う
に
結

ん
で
お
ら
れ
る
。

「
国
立
劇
場
は
、
今
、
こ
の
十
年
の
跡
を
顧
み
て
、

為
す
べ
く
し
て
為
さ
ざ
り
し
こ
と
、
改
む
ぺ
く
し
て

改
め
得
な
か
っ
た
こ
と
の
甚
だ
多
き
を
感
じ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
今
後
と
も
、
皆
様
方
の
お
力
添
え
に

よ
っ
て
、
演
劇
に
対
す
る
一
般
の
関
心
を
高
め
る
と

と
も
に
、
同
時
に
ま
た
、
こ
れ
に
対
す
る
理
解
を
深

冒

▲国立文楽劇場の全景

◄文楽劇場の舞台から

価
で
歌
舞
伎
鑑
賞
の
場
を
提
供
し
、
そ
の
魅
力
に
ふ

れ
、
古
典
の
醍
醐
味
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
。
伝
統

芸
能
の
保
存
、
振
興
を
支
え
る
若
い
観
客
層
を
意
識

的
に
開
拓
し
て
行
く
こ
と
。
出
演
す
る
俳
優
に
は
、

こ
の
機
会
に
さ
ら
に
芸
域
を
拡
げ
、
技
芸
の
向
上
に

資
し
て
も
ら
う
こ
と
と
い
う
三
つ
の
目
的
を
も
っ
て

企
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
鑑
賞
教
室
は
、
歌
舞
伎

の
ほ
か
、
文
楽
、
能
楽
、
さ
ら
に
は
舞
踊
、
邦
楽
、

雅
楽
、
民
俗
芸
能
に
つ
い
て
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。

指
導
さ
れ
る
各
学
校
の
先
生
方
の
御
苦
労
は
さ
ぞ
、

と
思
う
が
、
大
切
に
し
て
行
き
た
い
国
立
劇
場
の
企

画
の
―
つ
で
あ
る
。

な
お
、
歌
舞
伎
鑑
賞
教
室
は
、
東
京
公
演
の
あ
と
、

四
十
五
年
以
来
神
奈
川
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ル
で
三
日
間
六
回
、
五
十
八
年
以
来
山
梨
県
立
県
民

文
化
ホ
ー
ル
で
二
日
間
の
公
演
を
行
っ
て
い
る
。

歌
舞
伎
、
文
楽
、
能
楽
等
の
伝
承
者
の
養
成
も
国

立
劇
場
の
大
き
な
任
務
の
―
つ
で
あ
る
。
歌
舞
伎
に

つ
い
て
は
、
歌
舞
伎
俳
優
の
養
成
を
四
十
五
年
度
か

ら
、
竹
本
（
太
夫
、
三
味
線
）
を
五
十
年
度
か
ら
、
歌

舞
伎
囃
子
（
鳴
物
）
を
五
十
六
年
度
か
ら
実
施
し
て

き
た
。
文
楽
の
太
夫
、
三
味
線
、
人
形
の
各
技
芸
員

の
養
成
は
四
十
七
年
度
か
ら
実
施
し
、
五
十
九
年
度

か
ら
は
、
文
楽
劇
場
（
大
阪
）
に
本
拠
を
移
し
て
実

施
し
て
い
る
。
寄
席
囃
子
の
演
奏
者
に
つ
い
て
も
五

十
年
度
か
ら
養
成
が
始
め
ら
れ
、
ま
た
能
楽
に
つ
い

て
は
、
三
役
（
ワ
キ
方
、
囃
子
方
、
狂
言
方
）
の
養

成
を
五
十
九
年
度
か
ら
能
楽
堂
で
開
始
し
た
。

講
師
の
先
生
方
に
大
変
な
御
苦
労
を
願
う
事
業
で

あ
る
が
、
歌
舞
伎
俳
優
の
場
合
、
一
期
二
年
間
、
八

期
の
研
修
を
経
て
就
業
し
た
者
四
十
二
名
、
俳
優
総

数
の
一
五
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
名
題
俳
優
の
ニ
・
六

パ
ー
セ
ン
ト
、
名
題
下
俳
優
の
三
四
・
八
パ
ー
セ
ン

ト
を
占
め
て
い
る
。
歌
舞
伎
俳
優
総
数
が
四
十
七
年

当
時
の
三
百
十
六
名
か
ら
二
百
六
十
六
名
に
減
少
し

て
い
る
現
在
、
劇
場
の
養
成
事
業
の
持
つ
意
義
は
大

き
い
。文

楽
の
場
合
は
、
こ
れ
ま
で
九
期
計
二
十
五
名
が

就
業
し
、
文
楽
協
会
所
属
の
技
芸
員
八
十
三
名
の
三

0
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
が
、
最
近
こ
の
養
成
事
業

は
、
応
募
者
の
減
少
、
質
の
低
下
等
、
文
楽
の
直
面

す
る
課
題
を
反
映
し
た
困
難
な
状
況
に
あ
り
、
そ
の

打
開
が
焦
眉
の
急
と
な
っ
て
い
る
。

加
わ
る
三
施
設
に
、
よ
り
積
極
的
な
対
廊
を

ー
国
立
演
芸
楊
•
国
立
能
楽
堂
•
国
立
文
楽
劇
場
ー

国
立
劇
場
は
、
開
場
後
十
年
、
創
設
期
の
多
く
の

困
難
を
経
て
そ
の
事
業
の
基
盤
を
固
め
た
が
、
次
の

十
年
、
三
つ
の
新
施
設
を
加
え
、
事
業
は
、
よ
り
積

極
的
な
対
応
を
必
要
と
す
る
段
階
に
入
っ
た
。

ま
ず
、
五
十
四
年
三
月
、
本
館
と
同
じ
敷
地
内
に

演
芸
資
料
館
が
開
場
し
た
。
落
語
、
漫
才
な
ど
話
芸

を
中
心
と
す
る
寄
席
芸
能
を
「
国
立
演
芸
場
」
で
公

開
し
、
さ
ら
に
資
料
の
収
集
・
活
用
、
調
査
研
究
、

願
し
て
や
ま
な
い
も
の
で
あ
る
。
」

開
場
二
十
年
を
迎
え
て
、
こ
の
思
い
は
、
い
よ
い

よ
強
い
。
伝
統
芸
能
は
、
長
い
歴
史
の
中
で
は
ぐ
く

ま
れ
、
多
く
の
先
人
の
英
知
、
創
意
と
工
夫
、
厳
し

い
修
練
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
、
洗
練
に
洗
練
を
加

え
て
伝
承
さ
れ
て
き
た
わ
が
国
伝
統
文
化
の
粋
で
あ

り
、
こ
れ
を
保
存
し
、
振
興
す
る
こ
と
は
、
わ
が
国

文
化
の
創
造
発
展
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で

あ
る
。
ま
た
、
国
際
化
時
代
を
迎
え
、
日
本
の
優
れ

た
伝
統
芸
能
を
広
く
海
外
に
紹
介
す
る
必
要
性
も
、

今
後
ま
す
ま
す
多
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
国
立
劇
場
の

果
た
す
べ
き
役
割
は
、
い
よ
い
よ
大
き
い
。
＾

国
立
劇
場
は
、
二
十
年
の
跡
を
顧
み
、
そ
の
実
績

と
「
為
す
べ
く
し
て
為
さ
ざ
り
し
こ
と
、
改
む
べ
く

し
て
改
め
得
な
か
っ
た
こ
と
」
の
厳
し
い
分
析
、
評

価
の
上
に
立
っ
て
、
次
の
十
年
、
二
十
年
の
経
営
を

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
を
迎
え
て
い
る
。

能楽堂の舞台から ►

後
継
者
の
養
成
に
、
い
っ
そ
う
の
力
を
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〇
暑
中
お
見
舞
申
し
上
け
ま
す
e

長
か
っ
た
梅
雨
も
よ
う
や
く
明
け
、
き

ょ
う
（
八
月
八
日
）
か
ら
甲
子
園
の
高
校
野

球
か
始
ま
っ
て
、
い
よ
い
よ
ぶ
格
的
な
夏

に
入
り
ま
し
た
。
来
年
度
の
概
算
要
求
作

業
も
詰
め
の
段
階
て
す
が
、
文
部
省
全
体

と
し
て
も
昨
年
以
上
に
厳
し
い
予
算
に
な

り
そ
う
で
す
。

0
今
年
の
十
一
月
で
国
立
劇
場
か
開
場
ニ

十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
開
場
以
来
、
我
か

国
の
伝
統
芸
能
の
保
存
・
振
興
の
中
枢
と

し
て
固
立
劇
場
が
果
た
し
て
き
た
役
割

に
は
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
、
将
来

に
向
け
て
積
極
的
な
対
応
を
迫
ら
れ
て
い

る
課
題
も
い
く
つ
か
あ
る
よ
う
で
す
。

今
月
号
で
は
、
佐
野
理
事
長
は
じ
め
国

立
劇
場
関
係
者
の
方
々
に
し
二
十
周
年
を

迎
え
た
国
立
劇
場
の
あ
ゆ
み
と
、
こ
れ
か

ら
の
方
向
づ
け
な
ど
に
つ
い
て
執
筆
を
お

頓
い
し
ま
し
た
。
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